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１．背景と目的 
水を消毒するために消毒塩素を水に投入して

いるが、配水管の老化など種種の原因で投入し

た消毒用塩素が配水過程中で水に均一消費さ

れるわけではない。老化したパイプを検出するた

めに配水ネットワーク中の配水管を一本ずつ検

査することは非常に困難であり、時間と費用がか

かる。そこで本研究では、配水ネットワーク中で

の残留塩素の観測値を用いて問題のあるパイプ

を検出する方法を検討する。 

２．研究方法 

配水管路内を流れる水道水の遊離塩素は、

有機物に由来する要因（減少係数Ｋｂ）だけでな

く管内面との接触（減少係数Ｋｗ）によっても減少

する。本研究では、まず全配水管ネットワークで

の有機物との減少係数Ｋｂを推定して各節点の

観測濃度と予測濃度の誤差を求める。つぎに、

誤差が大きい節点に注目してこれらの節点を通

過する管路のＫｗを考えて濃度減少係数の修正

値を決めて管網計算によって節点の塩素濃度を

求める。そして、モニタリング装置を設置した節

点おいて計算濃度と観測濃度の誤差を小さくす

るように塩素を消費している管路を推定する。 
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図２ 計算値と観測値の誤差の比較 

 

  誤差が大きい６番節点に注目して６番節

点を通過する管路の減少係数Ｋｗを考えて係

数を修正して計算濃度と観測濃度の誤差を最

小にする。５番パイプに問題があると推定し

た。 

 

表１ 修正後の各節点の計算濃度、観測濃度と誤差

 

 

４．まとめ 
 本研究で開発した方法は塩素消費するパ

イプの推定法として配水管ネットワーク中

で問題があるパイプは１本しかないという

条件下で適用できることが分かった。今後

の課題は配水管ネットワーク中に問題があ

るパイプが多くある複雑な条件下で塩素消

費するパイプを検出する方法を検討するこ

とである。 

図１ 配水管ネットワーク 

３．結果 

減少係数Ｋｂの予測値を 0.05 から 0.01 きざみ

で増加させて管網計算によって節点濃度を求め

る。計算濃度と観測濃度の誤差の変化図によっ

て減少係数Ｋｂ＝0.1 を推定した。 
 

  


